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全体構造フェーズ 第 2 回 第 3 回 

第 2 回・第 3 回では、プロジェクトの骨格となる部分（5 つのプロセス群と主要なマネジメント）について解説します。 

あくまで骨格の部分であるため、必ず PMBOK ガイドで確認をしましょう。 

 プロジェクトイメージ       

架空のプロジェクトを創造しましょう。 

 

                            プロジェクト 

⇒ プロジェクトとは、プロダクト・サービス・所産を創造するために実施される有期的な業務 
 
プロジェクトは以下の流れで、実行されます。 
 
● 立ち上げ           

 

● 計画 

 

● 実行 

 

● 終結        
 
では、主要なプロセスを加え、以下の内容を完成させましょう。 

 

＜立ち上げ＞  

プロジェクトの骨子となる部分…プロジェクトを行う目標 ・プロジェクトを通して得られる目標・成果 

 

      

 

何をプロジェクトとして行うか？        市場・顧客・技術進歩・法改正  

        

 

        
 
 

      

 

＜計画＞ ･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

 

 

 

● 監視・コントロール 

要素として 

利益向上 戦略との合致 ＋ 
いずれかが合わない→失敗の可能性大 
いずれも OK → 成功の可能性大 

 

プロジェクト選定 

プロジェクト憲章 
（プロジェクトの目標が公式認可） 

ゴール（成果物） プロセス（計画書） 

スコープ記述書 
（要求事項を含んだ成果物の特性） 

プロジェクトマネジメント計画書 

（プロジェクトの運営計画書） 

企業の課題 企業の戦略 



5 
 

上記の流れを確認すると、まずプロジェクト憲章は、プロジェクトの目標*などを記載したものです。つまり、プロジェク

トに関する基本的な方向性が記載されています。またこのプロジェクト憲章に変更が必要になった場合は、「プロジェクト

自体の存続が疑問視される」ということです。つまりプロジェクト憲章の変更は、プロジェクトを継続する価値はないと

いうことを意味しています。 

またスコープ記述書は、プロジェクトを通して生み出される成果物の特性・機能を記したものとなります。つまり、プ

ロジェクトを実行するには、プロジェクトの骨子となるプロジェクト憲章とスコープ記述書はとても大切なものになりま

す。 

プロジェクトマネジメント計画書は、プロジェクトの運営計画書という位置づけです。たとえ、しっかりとした目標・

成果であっても、運営計画が良いものでなければ、プロジェクトを成功することはできません。 

つまり、プロジェクト憲章・スコープ記述書・プロジェクトマネジメント計画書の 3 つは非常に大切な関係であり、重

要な要素となります。 
 

*SMARTの原則 

目標とは、具体的・測定可能・合意性・現実性・期限が守られているという基準を満たす必要があるという事で意味して

います。 

 

 

では、スコープ記述書について、簡単に見ていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スコープ記述書 
（要求事項を含んだ成果物の特性） 

 スコープ記述書に記載されてある事柄 

 ・プロジェクトの目標 

 ・最終成果物 と 要素成果物 

 ・ステークホルダーからの要求事項 

 ・成果物の受け入れ基準 

 ・大体のスケジュール（マイルストーン） 

 ・概算コスト見積もり  等 

WBS 
（成果物をより細かくする方法） 

WBS って何？ 

難しく言うと、「スコープ記述書での要素成果物を要

素分解し、WBSの最小単位の構成要素であるワークパッ

ケージまで分解する手法」です。 

つまり、確実によい成果物を作るには、管理が大切な

ので、管理しやすくするために、成果物を細分化する

手法です。 → PMBOKガイド P114 P116  

 

では、WBSの役割は？ 

 プロジェクトの成果物を明確にして、プロジェクトで行う作業も明確にする。 

 ワークパッケージ毎に必要となる資源（ヒト・モノ・カネ）を特定する 

 プロジェクトメンバーが担当するワークパッケージを明確にする 

 WBS 作成をメンバーに作ってもらうことにより、プロジェクトの理解を深める 

 WBS をステークホルダーと共有することで、コミュニケーションツールとなり、周囲の意見を受け入れ、 

更にブラッシュアップアップしていく。 

 ワークパッケージが全て終了すれば、プロジェクトが終了するという事は、プロジェクトの最終イメージ 

がつきやすい 

 

 

 




